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 幌延町開基120年記念式典

 幌延町文化奨励賞１名を表彰しました

 Jアラートによる情報伝達訓練

 防災情報

 11月18日は幌延町長選挙の投票日です

 各手当制度のご紹介

 各種証明書コンビニ交付サービスについて

 固定資産税の家屋に係る手続き等について

 税を考える週間

 幌延深地層研究関連記事

 原子力立地給付金の交付について

 平成30年度 エネルギー関連施設見学会

 診療所だより

▲町民マラソン大会

▲幌延町開基120年記念式典



幌延町開基120年記念式典①

幌延町開基120年記念式典
　幌延町は、明治32年に開拓の鍬が下ろされてから平成30年で120年を迎えました。　

　北緯45度の厳しい風雪に耐え、幾多の苦難を乗り越えて、今日の礎を築かれた先人に感謝するととも

に、輝かしい未来につながることを祈念して、平成30年10月20日㈯に、幌延町深地層研究センター国際

交流施設で「幌延町開基120年記念式典」を開催しました。

　プロローグでは、開基120年記念映像「未来へつなぐ幌延町120年の軌跡」を上映し、岩川副町長によ

る開式のことば、国歌斉唱、先人への黙祷と進めら

れ、野々村町長による式辞、植村議長による挨拶の

後に、幌延町開基120年記念表彰、幌延町条例表彰

を執り行いました。続いて、受賞者謝辞、来賓祝辞、

記念演奏が行われ、高橋副議長による万歳三唱、木

澤教育長による閉式のことばで式典を締めくくりま

した。

　式典には、開基120年記念表彰・条例表彰受賞者

や来賓などを含め、約120名が出席しました。

　

本
日
こ
こ
に
、
幌
延
町
開
基

一
二
〇
年
記
念
式
典
を
執
り
行

う
に
あ
た
り
、
時
節
柄
ご
多
用

の
折
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
来

賓
各
位
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

幌
延
町
は
、
明
治
三
十
二
年
、

千
古
斧
鉞
を
知
ら
ぬ
鬱
蒼
た
る

密
林
に
覆
わ
れ
た
人
跡
未
踏
の

こ
の
大
地
に
、
開
拓
の
鍬
が
下

ろ
さ
れ
て
か
ら
一
二
〇
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
北
緯
四
十
五
度

の
風
雪
と
酷
寒
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
も
、
新
天
地
開
拓
の
た
め

に
心
血
を
注
い
だ
先
人
た
ち
の

労
苦
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

茫
漠
た
る
荒
野
は
湿
潤
な
泥

炭
地
で
あ
り
、
人
々
は
大
地
の

恵
み
を
手
に
す
る
た
め
に
、
幾

多
の
困
難
と
闘
っ
て
き
た
の
で

す
が
、
時
に
は
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
冷
夏
と
、
繰

り
返
し
襲
い
来
る
洪
水
に
よ
り
、

農
作
物
は
一
夜
に
し
て
壊
滅
さ

れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

幌
延
町
の
歴
史
の
中
に
は
、

筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
先
人
た
ち
の

労
苦
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
と
不
撓
不
屈
の
開

拓
者
魂
に
よ
っ
て
、
本
町
の
礎

を
築
き
上
げ
た
先
人
た
ち
に
対

し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
と
敬

意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

幌
延
町
の
歴
史
を
顧
み
ま
す

と
、
草
創
か
ら
十
年
後
の
明
治

四
十
二
年
に
は
、
幌
延
村
外
一

ヵ
村
戸
長
役
場
が
現
在
の
元
町

地
区
に
設
置
さ
れ
、
二
百
九
十

二
戸
、
千
二
百
九
十
七
人
が
住

む
に
至
り
ま
し
た
。
大
正
十
二

年
に
問
寒
別
駅
が
、
次
い
で
大

正
十
四
年
に
は
幌
延
・
問
寒
別

間
の
鉄
道
が
開
通
し
、
幌
延
、

上
幌
延
、
安
牛
、
雄
信
内
の
各

駅
が
営
業
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
昭
和
六
年
に
は
、
住
民
生

活
の
安
全
確
保
の
た
め
公
設
消

防
団
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
八
年

に
は
、
関
係
者
の
東
奔
西
走
の

努
力
が
実
り
、
現
在
の
農
業
協

同
組
合
の
前
身
で
あ
る
産
業
組

合
が
設
立
さ
れ
、
度
重
な
る
冷

害
凶
作
に
苦
し
む
農
家
を
支
え

励
ま
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
こ
れ
ま
で
の
苦
難
の

経
験
か
ら
、
酪
農
専
業
に
よ
る

農
業
の
振
興
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、

昭
和
三
十
二
年
に
乳
牛
が
千
頭

を
超
え
、
昭
和
四
十
四
年
に
は

五
千
頭
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
基
幹
産
業
で
あ
る
酪

農
は
、
乳
牛
の
飼
育
頭
数
七
千

六
百
頭
、
生
乳
生
産
量
三
万
五

千
ト
ン
で
あ
り
、
道
内
で
も
有

数
の
酪
農
の
町
と
し
て
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
商
工
業
に

お
き
ま
し
て
も
、
経
営
力
の
強

化
と
近
代
化
が
進
め
ら
れ
る
な

ど
、
経
営
の
安
定
と
消
費
者
の

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
、
平
成
十

三
年
四
月
に
幌
延
深
地
層
研
究

セ
ン
タ
ー
が
開
所
さ
れ
、
そ
の

後
、
幌
延
地
圏
環
境
研
究
所
も

開
設
と
な
り
、
町
内
に
お
い
て

最
先
端
技
術
の
研
究
が
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
町
の
人
口
減
少

の
抑
制
や
地
域
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点

に
お
い
て
地
域
振
興
に
寄
与
さ

れ
、
町
・
住
民
・
商
工
業
者
が

そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
こ
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幌延町開基120年記念式典②

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

幌
延
町
は
平
成
二
十
二
年
三

月
ま
で
留
萌
支
庁
の
管
轄
区
域

で
あ
り
ま
し
た
が
、
医
療
や
買

い
物
な
ど
の
生
活
圏
域
と
し
て

は
、
稚
内
市
を
は
じ
め
と
す
る

宗
谷
管
内
と
の
結
び
つ
き
が
強

く
、
観
光
、
産
業
に
お
い
て
も

共
通
点
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

宗
谷
総
合
振
興
局
へ
の
編
入
を

要
望
し
、
同
年
四
月
に
宗
谷
管

内
へ
移
管
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
宗
谷
管
内
の
一
員
と
し
て
、

皆
様
と
一
緒
に
地
域
の
発
展
と

振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

幌
延
町
が
今
日
ま
で
日
々
発

展
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え

に
関
係
各
位
の
懇
切
な
る
ご
指

導
と
、
町
議
会
を
は
じ
め
と
す

る
町
民
皆
様
の
愛
町
の
念
に
燃

え
た
強
い
熱
意
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
こ
こ
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

大
還
暦
と
な
る
一
二
〇
年
の

節
目
は
、
幌
延
町
に
と
っ
て
新

た
な
飛
躍
の
契
機
で
あ
り
ま
す
。

町
民
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
せ
る
町
と
な
る

よ
う
、
幌
延
町
が
目
指
す
将
来

像
で
あ
る
「
町
民
一
人
ひ
と
り

が
主
役
！　

夢
と
活
力
に
満
ち 

自
然
と
共
生
す
る
安
心
で
住
み

よ
い
町
」
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
未
来

に
輝
く
元
気
な
幌
延
町
を
創
る

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご

指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
記
念
式
典
に
お
い
て

は
、
多
年
に
わ
た
り
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
を

表
彰
し
、
栄
誉
を
称
え
た
い
と

存
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
苦

労
に
対
し
、
町
民
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
深
甚
な
る
敬
意
を

表
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
受

賞
者
の
皆
様
方
に
は
、
健
康
に

十
分
ご
留
意
さ
れ
ま
し
て
、
今

後
と
も
本
町
発
展
の
た
め
、
お

力
添
え
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
日

ま
で
町
勢
発
展
の
た
め
に
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
様

方
に
対
し
ま
し
て
、
重
ね
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
日
ご
臨
席
の
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
「
郷
土
ほ
ろ

の
べ
」
の
限
り
な
い
未
来
に
思

い
を
こ
め
て
、
式
辞
と
い
た
し

ま
す
。

　

本
日
こ
こ
に
、
幌
延
町
開
基

一
二
〇
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ

れ
る
に
当
た
り
、
幌
延
町
議
会

を
代
表
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
来
賓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
式

典
に
ご
臨
席
を
賜
わ
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
幌
延
町
は
、
明
治
三
十

二
年
下
サ
ロ
ベ
ツ
に
福
井
団
体

十
五
戸
が
入
地
さ
れ
て
以
降
、

十
年
後
の
明
治
四
十
二
年
に
は
、

幌
延
村
外
一
ヵ
村
戸
長
役
場
が

設
置
さ
れ
、
現
在
ま
で
歴
史
が

刻
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

以
来
、
町
民
の
皆
様
の
ご
努

力
は
も
と
よ
り
、
関
係
各
方
面

の
格
別
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を

賜
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

の
振
興
、
公
共
施
設
の
整
備
拡

充
、
幹
線
道
路
網
の
整
備
な
ど
、

総
合
計
画
な
ど
に
沿
っ
て
、
着

々
と
前
進
を
続
け
ま
し
て
、
本

日
、
一
二
〇
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
二
〇
年
と
い
え
ば
、
人
間

に
た
と
え
れ
ば
大
還
暦
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

先
達
が
築
き
上
げ
た
こ
の
郷

土
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
も
、
今
一
度
、
過
去
を
振
り

返
り
、
全
町
民
を
挙
げ
て
、
町

政
の
発
展
に
一
層

の
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
て
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

幌
延
町
に
お
住

ま
い
の
皆
様
が
、

住
ん
で
良
か
っ
た

と
本
音
で
言
え
る
、

豊
か
で
潤
い
の
あ

る
郷
土
に
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

町
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
町

民
の
皆
様
と
の
連

携
を
一
層
密
に
し
、

町
政
の
発
展
の
た
め
、
さ
ら
に

努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
幌
延
町
の
限
り
な

い
発
展
と
ご
来
賓
の
皆
様
並
び

に
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記念映像上映の様子
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幌延町開基120年記念式典③

幌延町条例表彰
　隔年ごとの文化の日（11 月３日）に挙行し

ております「幌延町条例表彰」を、今年は式

典に併せて執り行いました。

　受賞されたのは、町の自治に尽くされた方、

町民の健康の増進に尽くされた方、森林の保

護に貢献された方、公益のために寄付をくだ

さった方などです。

　受賞者および受賞団体は次のとおりです。

条例表彰受賞者・野々村町長・植村議長

【
貢
献
表
彰
】

　

○
加
藤
　
武
美 

さ
ん

　
　

（
産
業
貢
献
賞
）

　

中
問
寒
地
区
森
林
愛
護
組
合

長
と
し
て
、
昭
和
50
年
４
月
か

ら
現
在
ま
で
43
年
以
上
に
わ
た

り
、
森
林
愛
護
お
よ
び
保
護
育

成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

○
堀
　
　
　
昇 

さ
ん

　
　

（
産
業
貢
献
賞
）

　

上
幌
延
地
区
森
林
愛
護
組
合

長
と
し
て
、
昭
和
63
年
４
月
か

ら
現
在
ま
で
30
年
以
上
に
わ
た

り
、
森
林
愛
護
お
よ
び
保
護
育

成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
善
行
表
彰
】

　

○
株
式
会
社
恵
菱
設
備

　

公
益
の
た
め
、
金
員
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
（
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
）

　

○
幌
延
建
設
業
協
同
組
合

　

公
益
の
た
め
、
金
員
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
（
公
共
施
設
等

整
備
資
金
と
し
て
）

【功 労 表 彰】

　平成 14 年 12 月か

ら平成 26 年 12 月ま

での 12年間にわたり

幌延町長を、平成 62

年５月から平成 14年

10 月までの 15 年以

上にわたり幌延町議

会議員を務められる

など、地方自治の振

興に多大な貢献をさ

れました。

宮 本　 　明 さん

　平成 15年５月から

現在までの 15年以上

にわたり幌延町議会

議員を、平成 15年７

月から平成 23 年７

月までの８年以上に

わたり幌延町農業委

員会委員を務められ、

地方自治の振興に多

大な貢献をされまし

た。

植 村　 　敦 さん

　平成 15年５月から

現在までの 15年以上

にわたり幌延町議会

議員を、昭和 62年７

月から現在まで通算

19 年以上にわたり幌

延町農業委員会委員

を務められ、地方自

治の振興に多大な貢

献をされました。

無量谷　　隆 さん

　昭和 63年９月から

平成 30年３月までの

29 年以上にわたり、

町立病院歯科・町立

歯科診療所の歯科医

師として、保健衛生、

特に地域医療の分野

において、多大な貢

献をされました。

國 奥　泰 彦 さん

ほろのべの窓　2018.11月号▶　4



幌延町開基120年記念式典④

幌延町開基１２０年記念表彰
　「幌延町開基 120 年記念表彰」は、開基 120 年を記念して、町の発展と振興に貢献された団体

に対して表彰するものです。町に 20 年以上主たる事務所を有している団体を対象とし、表彰区分

については、地域内の交流と課題解決等の自治会活動に貢献した団体に対する「地域自治功労表彰」、

社会福祉および保健衛生の向上ならびに社会奉仕等に貢献した団体に対する「社会福祉功労表彰」、

農業、林業および商工業の振興に貢献した団体に対する「産業功労表彰」、教育、文化およびスポー

ツの振興に貢献した「教育功労表彰」、防災、防犯および交通安全に貢献した「防災安全功労表彰」

の５区分となっています。

　受賞団体は、次のとおりです。

【
地
域
自
治
功
労
表
彰
】

　

○
幌
延
市
街
地
区
連
合
町
内
会

　

○
問
寒
別
連
合
町
内
会

　

○
第
１
町
内
会

　

○
双
葉
町
内
会

　

○
す
ず
ら
ん
町
内
会

　

○
元
町
町
内
会 

　

○
さ
く
ら
町
内
会

　

○
第
７
町
内
会

　

○
つ
ば
め
町
内
会

　

○
第
９
町
内
会

　

○
第
10
町
内
会

　

○
幌
延
第
１
町
内
会

　

○
幌
延
西
町
内
会

　

○
サ
ロ
ベ
ツ
町
内
会

　

○
上
幌
延
町
内
会

　

○
開
進
町
内
会

　

○
北
進
町
内
会

　

○
下
沼
南
町
内
会

　

○
下
沼
町
内
会

　

○
上
問
寒
町
内
会

　

○
中
問
寒
町
内
会

　

○
問
寒
別
東
町
内
会

　

○
新
問
寒
別
町
内
会

　

○
問
寒
別
第
１
町
内
会

　

○
問
寒
別
第
２
町
内
会

　

○
問
寒
別
第
３
町
内
会

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

　

○
社
会
福
祉
法
人

　
　

幌
延
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

○
社
会
福
祉
法
人 

幌
延
福
祉
会

　

○
幌
延
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

○
幌
延
町
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

　

○
幌
延
町
遺
族
会

　

○
問
寒
別
地
区
食
生
活
改
善

　
　

推
進
協
議
会

　

○
幌
延
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

○
幌
延
町
赤
十
字
奉
仕
団
問
寒
別
分
団

　

○
幌
延
町
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　

赤
十
字
奉
仕
団

【
産
業
功
労
表
彰
】

　

○
幌
延
町
農
業
協
同
組
合

　

○
幌
延
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

　

○
幌
延
町
乳
牛
検
定
組
合

　

○
幌
延
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

　

○
幌
延
地
区
水
道
利
用
組
合

　

○
下
沼
水
道
利
用
組
合

　

○
上
幌
延
営
農
用
水
利
用
組
合

　

○
開
進
地
区
農
業
用
水
道
利
用
組
合

　

○
上
問
寒
水
道
利
用
組
合

　

○
問
寒
別
地
区
農
業
水
道
利
用
組
合

　

○
雄
興
水
道
利
用
組
合

　

○
北
進
水
道
利
用
組
合

　

○
幌
延
町
商
工
会

　

○
幌
延
町
観
光
協
会

　

○
幌
延
建
設
協
会

【
教
育
功
労
表
彰
】

　

○
幌
延
町
体
育
協
会

　

○
幌
延
町
文
化
協
会

　

○
幌
延
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

　

○
幌
延
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　

○
幌
延
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会

【
防
災
安
全
功
労
表
彰
】

　

○
天
塩
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会

　
　

幌
延
支
部

　

○
幌
延
町
交
通
安
全
協
会
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幌延町文化奨励賞１名を表彰しました
　幌延町文化奨励賞は、幌延町表彰条例に基づき、全道的な審査会等で優勝または極めて優秀な成績を

収めた個人または団体（児童・生徒）に対して、その功績をたたえ表彰するものです。

※皆さまの身近に、スポーツ・文化の大会等で優秀な成績を収めた個人または団体や、顕彰の要件を満たす方が

いる場合は、ご推薦をお願いします。

【成　　績】

・第25回北海道こども木工作品コンクール

　木工工作個人の部 造形的作品部門　最優秀賞（知事賞）

　※本コンクールは下記コンクールの北海道地区予選を

兼ねている。
 

・第42回全国児童・生徒木工工作コンクール 

　第３部門（中学校）　損保ジャパン日本興亜賞
遠 藤　芽 衣　さん

受賞作品
「理想の家」

防災情報 －冬季の停電に備えた備蓄をお願いします－

お問い合わせ先：総務財政課 総務グループ　電話：5－1111　告知端末機：5－8811

　平成30年９月６日に発生した北海道胆振東部地震による北海道全域での停電

の際、幌延町では復旧に１日以上を要しました。

　これから迎える冬季に停電が発生すると、あらゆる生活基盤が利用できなく

なるほか、低体温症など「命」に関わる危険があります。

　冬季の停電から「命」を守るために、停電時でも使用できるものを家庭で備

蓄しましょう。

○ポータブル石油ストーブやガスストーブ
○懐中電灯やランタン
○ラジオ
○乾電池（必要なサイズ・本数を確認しましょう。）
○携帯ガスコンロ・ガスボンベ
○使い捨てカイロ　　　　　　　　　　など 乾電池で動くものを選びましょう。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、全国瞬時警報シス
テム（Jアラート）＊から告知端末機へ緊急地震速報を配信する
情報伝達訓練および緊急地震速報を受信した際の行動訓練を実施
します。
　なお、訓練実施日に、実際に国内で災害が発生する恐れがある
場合は、訓練を中止することがありますのでご留意ください。

１　実施日時　　　平成30年11月１日（木）

　　　　　　　　　午前10時00分ころ

２　訓練内容　　　　訓練実施時刻になりましたら、告知端末機からチャイムが鳴った後、緊急地震速報の
訓練放送が流れますので、地震から身を守るための行動（低い姿勢になり、頭を守り、
動かない）をとってください。

＊：Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝
えするシステムです。

全国瞬時警報システム（Jアラート）による
情報伝達訓練および行動訓練を実施します

【緊急地震速報】告知配信画像
11 月１日（木）に配信されます。
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11 月 18 日は幌延町長選挙の投票日です
　任期満了に伴う幌延町長選挙は、11月13日（火）に告示され、11月18日（日）に投票が行われます。

　今後４年間の町政を担う、私たちの代表を選ぶ大切な選挙です。誰からも強制されることなく、よく見て、

よく聞いて、よく考えて、必ず投票しましょう。

投票区 投票所 投票時間

第１投票区 問寒別生涯学習センター 午前７時～午後５時

第２投票区 幌延町総合体育館 午前７時～午後７時

第３投票区 下沼寿の家 午前８時～午後４時

選挙人名簿に登録されていますか？

　今回の町長選挙で選挙権を有するには、次の条件を満たしていることが必要です。

■日本国民であること

■満18歳以上であること（平成12年11月19日以前に生まれた方）

■引き続き３カ月以上幌延町の住民基本台帳に登録され、実際に居住していること（平成30年８月12日以前

に転入届を提出されている方）

　さらに、投票するためには、選挙管理委員会が作成する「選挙人名簿」に登録されていなければなりませ

ん。「選挙人名簿」は、住民基本台帳に登録されている人について、その氏名、住所、性別、生年月日など

を記載した公簿です。「選挙人名簿」の登録は、毎年４回行われますが、選挙のあるときは『選挙時登録』

が行われます。

こんな投票は無効です

　次のような投票は無効となりますので、ご注意ください。

▼投票用紙以外の用紙（入場券、普通の紙、名刺など）に、候補者の氏名を書いて投票したもの

▼２人以上の候補者の氏名を書いたもの

▼候補者の氏名のほかに他事を記載したもの

▼候補者の氏名を自書していないもの（ゴム印を使用したものなど）

期日前および不在者投票制度

　投票日にお仕事や旅行、病気などで投票所に行くことができない方は、期日前投票または不在者投票がで

きます。

●期日前投票

　投票日前でも、投票日と同じように投票を行うことができる制度です。

　町内２カ所で実施します。

●不在者投票

　幌延町以外の市町村や病院などにおいて投票をする制度です。

場所／幌延町以外の市町村選挙管理委員会または病院など

※郵送により不在者投票の手続きをされる方は、速やかな手続きをしないと投票日に間に合わないことがあ

ります。

　詳しくは、幌延町選挙管理員会へお問い合わせください。

お問い合わせ先：幌延町選挙管理委員会　　電話：5－1111　告知端末機：5－8811

　　　　　　　　（役場総務財政課内）

▽幌延町選挙管理委員会（役場内）
期間／ 11月1４日（水）～ 1７日（土）
時間／午前８時30分～午後８時

▽問寒別生涯学習センター
期間／ 11月1５日（木）～ 1７日（土）
時間／午前10時～午後４時
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各手当制度のご紹介
～　児童手当　～

　児童手当制度は、児童を養育している家庭等における生活の安定に寄与するとともに次代の社会を担う児童の健や
かな成長に資することを目的に支給される手当です。
◆支給対象
　生まれた日の翌月から１５歳到達後最初の３月３１日までの間にある児童（中学校修了前の児童）を支給対象とし、養
育している方へ支給されます。なお、支給対象となった日から１５日以内に支給の請求をしなければ、支給対象の翌月
から支給されない場合もありますので、ご注意ください。
◆支給額（月額）

注：養育する児童（１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある児
童）のうち、年長者から第１子、第２子・・・と数えます。

　①所得制限額未満の方
　　　０歳～３歳未満    １５,000円
　　　３歳～小学校修了前（第１子・第２子） １0,000円
　　　　　　　〃　　　　（第３子以降）  １５,000円
　　　中学生     １0,000円
　②所得制限額以上の方
　　　児童の年齢に関係なく一律   0５,000円
◆支給期日
　　毎年２月、6月、１0月にそれぞれ前月分まで支給されます。

所得制限

扶養親族
等の数

所得制限限
度額（万円）

収入額の目
安（万円）

０人 622.0 ８３３.３

１人 660.0 ８7５.6

２人 69８.0 9１7.８

３人 7３6.0 960.0

4人 774.0 １002.１

5人 ８１2.0 １042.１

～　児童扶養手当　～
　児童扶養手当は、母子（父子）家庭の生活の安定と自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的に支給
される手当です。

◆支給対象
　１８歳到達後最初の３月３１日までの間にある児童（心身に概ね
一定程度の障害がある場合は20歳未満）で次のいずれかに該当
する児童を監護している方。
　◎父母が婚姻を解消した児童
　◎父または母が死亡した児童
　◎父または母が一定程度の障害の状態にある児童
　◎父または母が生死不明の児童
　◎父または母が１年以上遺棄している児童
　◎父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
　◎父または母が１年以上拘禁されている児童
　◎婚姻によらないで生まれた児童
　◎棄児などで父母がいるかいないかが明らかでない児童
　ただし、上記に該当しても次のような場合は手当を受けるこ
とができません。
　①児童が

イ．日本国内に住所がないとき
ロ．児童福祉施設等または、里親に委託されているとき
ハ．母（父）の配偶者（事実婚を含む）に養育されている

とき（父（母）が重度の障害にある場合を除く）
　②父母または養育者が
　　イ．日本国内に住所がないとき

※公的年金等を受給する方は、年金額が児童扶養手当額より
低い方は、その差額分の児童扶養手当を受給できます。

～　特別児童扶養手当　～
　特別児童扶養手当は、精神または身体に一定程度の障害を有
する20歳未満の児童を養育している方に対して、児童の福祉増
進を図ることを目的に支給される手当です。
　ただし、障害を理由に年金を受けることのできる児童や、児
童福祉施設等に入所している児童などは対象となりません。
◆支給額（月額）

障害等級 ～平成３0年３月 平成３0年4月～
１級 ５１,4５0円 ５１,700円
２級 ３4,270円 ３4,4３0円

※受給者もしくはその配偶者または扶養義務者の前年の所
得が一定の額以上であるときは手当は支給されません。

◆支給期日
　毎年4月、8月、１１月にそれぞれ前月分までが支給されます。

　各手当を受給するには、認定請求書の提出が必要です。受給資格があっても、請求しない限り支給されません。なお、
請求に必要な添付書類は各ご家庭の状況などにより異なりますので、詳細については、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先：保健福祉課 戸籍福祉グループ　電話：5－1115（内線166）告知端末機：5－8813

～　障害児福祉手当・特別障害者手当　～
　障害児福祉手当は、精神または身体に重度の障害
を有するために、日常生活において常時介護を要す
る20歳未満の児童に対し、特別障害者手当は、精神
または身体に著しく重度の障害を有するために、日
常生活において常時特別の介護を要する20歳以上の
方に対して、その福祉の増進を図ることを目的に支
給される手当です。
　ただし、障害を理由に年金を受けることのできる
児童や、児童福祉施設および障害者施設等に入所し
ている方、３カ月以上病院に入院している方などは
対象となりません。
◆支給額（月額）

～平成３0年３月 平成３0年4月～
障害児福祉手当 １4,５８0円 １4,6５0円
特別障害者手当 26,８１0円 26,940円
※受給者もしくはその配偶者または扶養義務者の

前年の所得が一定の額以上であるときは手当は
支給されません。

◆支給期日
　毎年２月、5月、8月、１１月にそれぞれ前月分ま
で支給されます。

◆支給額（児童1人月額）

～平成３0年３月 平成３0年4月～
全部支給 42,290円 42,５00円

一部支給 42,2８0円
～ 9,9８0円

42,490円
～ １0,0３0円

※児童２人目は月額１0,040円、３人目以降は児童
１人につき月額6,020円が加算されます。

※受給者または扶養義務者の前年の所得が一定の
額以上であるときは、その所得に応じて支給額
が一部停止または全部停止となります。

◆支給期日
　　毎年4月、8月、１2月に前月分まで支給されます。

※平成３１年１１月からは、奇数月に年6回２カ月分
ずつの支給に変更となります。
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お問い合わせ先：保健福祉課 戸籍福祉グループ　電話：5－1115　告知端末機：5－8813

　広報誌等で何度かお知らせしていますが、マイナンバーカードをお持ちの方は、役場にお越しいただくこ

となく、全国のコンビニで各種証明書の交付ができますので、ぜひこのサービスをご活用ください。

【ご利用方法】

　マイナンバーカードをお持ちの上、コンビニに設置

されているキオスク端末（マルチコピー機）で４ケタ

の暗証番号を入力することで取得することができます。

【利用できる店舗】

　全国のセイコーマート、セブンイレブンなどマルチ

コピー機を設置している店舗。

【証明書交付可能時間】

　コンビニ営業日の午前６時30分から午後11時まで。

　（メンテナンス等により発行できないこともあります）

※除籍および改製原戸籍についてはコンビニでは交付

できません。

※印鑑証明書を役場窓口で交付する際には印鑑登録証が必要ですが、コンビニ交付の際は不要です。

※本籍が幌延町以外にある方が戸籍の証明書を取得しようとするときは、本籍地の市区町村がコンビニ交付

サービスに対応している必要がありますので、ご注意ください。

◎マイナンバーカードは現在、公的な本人確認書類等として利用できますが、今後、健康保険証の代わりと

しても利用できるようになる予定です。

☆マイナンバーカード未取得の方におかれましては、カードを取得後すぐにサービスをご活用いただきたい

ところですが、取得申請をしてからカードがお手元に届くまで２週間程度かかりますので、お早めの申請

をお願いします。

　※カード交付窓口は、役場保健福祉課になります。

◇マイナンバーカードの申請方法など、詳しくは下記までお問い合わせください。

各種証明書コンビニ交付サービスをご活用ください！

【交付可能証明書および料金】

本籍が幌延町にある方

戸籍全部（個人）事項証明書

（いわゆる戸籍謄本（戸籍抄本））
４５0円

戸籍の附票 300円

住所が幌延町にある方

個人（世帯全員）の住民票
300円

印鑑証明書

※料金はマルチコピー機に投入してください。

お問い合わせ先：住民生活課 税務保険グループ　電話：5－1115　告知端末機：5－8812

○家屋を取り壊した場合

　「家屋滅失届」を提出してください。現地確認

を行った後、家屋の滅失処理をすることにより、

翌年度から課税されなくなります。

○家屋の名義を変更した場合

　「家屋名義変更届」を提出してください。なお、

登記されている家屋については、所有権移転登

記をすることにより、家屋名義変更届の提出が

不要となります。

○家屋を新築・増築した場合

　新たに固定資産税が課税されます。課税の基

礎となる評価額を算出するため、担当職員が家

屋調査に伺いますので、完成後お早目にご連絡

ください。

○固定資産の現況確認の実施について

　地方税法の規定により、毎年10月から12月に

かけて現況確認を行います。

○留意事項

・固定資産税は、毎年１月１日現在の状況に基づ

いて課税されますので、１月２日以降に取り壊

した家屋については、その１年間は課税される

ことになります。反対に、１月２日以降に新築

された場合には、その１年間は課税されません。

・住宅を取り壊した場合は、住宅用地の特例が適

用されなくなるため、土地に係る固定資産税が

高くなる場合があります。

・各種手続き等について、不明な点がありました

ら、住民生活課税務保険グループまでお問い合

わせください。

固定資産税の家屋に係る手続き等について
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「税を考える週間」です
　国税庁では、国民の皆さまに租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていただくた
め、１年を通じて租税に関する啓発活動を行っていますが、毎年 11 月 11 日から 17 日を「税を考
える週間」として、集中的にさまざまな広報広聴施策を実施しています。

○国税庁の取り組み紹介
　「税を考える週間」の実施に合わせて、国税庁ホームページ内に「くらしを支える税」をテーマと
した特設ページを設け、国税庁の各種取り組みについてご紹介します。

・国税庁の取り組み等を分かりやすく最新のデータで紹介します。
・調査や徴収などの業務をドラマ仕立てで紹介します。
・国税庁レポートなど、国税庁の１年間の活動やその年のトピックについて、統計資料等を交えな

がら説明しています。

○ツイッターによる情報発信
　｢税を考える週間｣ の実施に合わせて、YouTube の国税庁動画チャンネルや国税庁ホームページの
インターネット番組「Web-TAX-TV」や新着情報などの各種情報を発信します。

　社会人、大学生や専修学校生、企業家等を対象とした講演会や説明会を実施します。
　また、関係民間団体・地方公共団体等と連携して、各種イベントを全国各地で実施します。

社会保障・税番号制度、ICTを利用した申告・納税手続きなどへの国税庁の取り組み

○社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の一層の普及・定着、法人番号の社会的イ
ンフラとしての利活用促進に向けて、関係省庁や関係民間団体等と連携・協調を図るとと
もに、国税庁ホームページ等を通じた周知・広報や番号制度に関する説明会を開催するな
ど積極的に取り組んでいます。
　詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/mynumberinfo/index.htm）
をご覧ください。
○ e-Tax
　個人納税者については、平成 31 年１月から e-Tax 利用の認証手続きがより便利になります。また、
電子提出のための環境整備を進めるとともに、大法人について電子申告が義務化されます。詳しくは、
e-Tax ホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

消費税の軽減税率制度に向けた国税庁の取り組み

　国税庁においては、消費税の軽減税率制度の実施に対応するため、準備が必要な事業者の皆さまに
対し、関係府省庁や関係民間団体等とも連携・協調を図りながら、効果的な周知・広報に取り組んで
います。

・制度周知用リーフレットやパンフレットを事業者の皆さまに配布しています。
・主に事業者の皆さまを対象とした軽減税率制度等の説明会を実施しています。
・軽減税率制度に関する相談を消費税軽減税率電話相談センター（軽減コールセンター）で受け付

けています。
　詳しくは、国税庁ホームページの軽減税率制度に関する特設サイト（www.nta.go.jp/taxes/
shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/index.htm）をご覧ください。

―　税に関する情報は国税庁ホームページへアクセス　www.nta.go.jp　―

１　国税庁ホームページによる広報

２　SNSを利用した広報

３　講演会の実施や関係民間団体等との連携

平成 30年 11月 11日（日）～ 17日（土）は、
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幌延深地層研究センターによる幌延町への経済効果

　北海道、原子力機構、幌延町の三者で締結した「幌延町における深地層の研究に関する協定書（三者

協定）」と幌延町議会の議決を経て施行した「深地層の研究の推進に関する条例（町条例）」を遵守して

研究を進めています。

　・幌延町に放射性廃棄物を持ち込みません

　・研究終了後は地下施設を埋め戻します

　・幌延町に最終処分場や中間貯蔵施設は建設しません

幌延深地層研究計画に関する協定および条例について幌延深地層研究計画に関する協定および条例について

原子力立地給付金の交付について
　電気料金の値上げ等に対する生活支援の観点から、電源立地地域対策交付金制度に基づき、交付金の一

部を給付金として交付します。 

　◇給付対象施設：幌延深地層研究センター

　◇対 象 者：幌延町で10月１日現在、北海道電力株式会社と電気需給契約のある方。

　　　　　　　　　※一般家庭における従量電灯、時間帯別電灯などの契約

　◇交 付 金 額：電灯契約１口当たり　8,100円（年額）

　◇交 付 方 法：電気料金振替口座への振り込み等

　◇交 付 時 期：平成30年11月中旬以降

　幌延深地層研究センターが平成13年に開所してから毎年、地元への経済効果についてお知らせしてい

ます。

　平成29年度の実績を同センターおよび関係機関の協力を得て確認したのでお知らせします。

　国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ） 幌延深地層研究センターでは、高レベル放射性

廃棄物の地層処分技術に関する研究開発として地層科学研究や地層処分研究開発を行っています。

○地下施設整備の状況【※現在：維持管理中】

　・立 坑 掘 削 深 度：東立坑380.0ｍ、換気立坑380.0ｍ、西立坑365.0ｍ

　・水平坑道掘削長：深度140ｍ調査坑道186.1ｍ、深度250ｍ調査坑道190.6ｍ、

　　　　　　　　　　深度350ｍ調査坑道757.1ｍ

　※本年度は、地下施設での調査研究を継続しながら第３期中長期計画に掲

　　げた次の３つの課題達成に向けた調査研究を進めます。

　　（１）実際の地質環境における人工バリアの適用性確認

　　（２）処分概念オプションの実証

　　（３）地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証

○施設見学等

　平成30年度 ゆめ地創館来館者数：5,281名（平成30年９月末日現在）

　例年４月から10月の第４日曜日に地下施設の見学会を実施しています。

　※来年度も施設見学会実施を予定

　　地下350ｍを体験できる貴重な機会です。ぜひご参加ください。

○ホームページについて

　幌延深地層研究センターのホームページでは、地下施設や調査研究の状況を適宜掲載しています。

　◇ホームページURL：http://www.jaea.go.jp/04/horonobe/index.html

幌延深地層研究センターについて

■経済効果の表（平成29年度） （単位：百万円）

職員等53名、家族23名

職員および家族数

機構発注 JV・共同研究機関発注

社宅および寮の賃借・管理

業務

工事請負・業務委託・物

品購入・借上・その他

工事請負・業務委託・物品

購入・借上・その他

60109 131

※この他に同センターの地元雇用、従業員等の町内消費、町税収入、電源立地交付金などによる経済効果があります。
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　10月６日から８日にかけて、エネルギー関

連施設見学会（一般の部）を行い、幌延町

在住の17名の方が参加しました。

　２泊３日の日程で幌延深地層研究センタ

ー、茨城県東海村の核燃料サイクル工学研究

所、つくば市の地質標本館などを見学しまし

た。

　幌延町での深地層の研究や東海村で行われ

ている研究開発についての説明を受け、エネ

ルギーに関する知識の向上が図られました。

　核燃料サイクル工学研究所では、厳重なセ

キュリティーチェックを受けた後に、地層処

分基盤研究を行うエントリーなどの研究施設

を見学することができ、貴重な体験をするこ

とができました。

一般の部　１０月６日（土）～１０月８日（月・祝）

エネルギー関連施設見学会エネルギー関連施設見学会平成30年度

【広報・調査等交付金事業】

　今年のノーベル医学生理学賞は本庶佑先生が受賞しました。その受賞理由は
オプジーボというがん治療薬につながる研究に対してで、オプジーボは従来の
抗がん剤の仕組みと異なり、本来人体が持っている免疫の機能に働きかける点で画期的とされて
います。私のような古いタイプの外科医は「がん」と聞くとすぐに手術で摘出する事を考えてし
まいますが、現在のがん治療は薬物（抗がん剤）や放射線照射に手術を組み合わせた集学的なも
のが主流となっています。オプジーボは確かにこの「３本の矢」に新たに加わった武器と言えま
すが、過度の期待は危険です。死因第１位の肺がん患者さんにオプジーボが効果を認めるのは３
割弱に留まると言われますし、重篤な副作用を生じる恐れもあります。また新薬開発には膨大な
開発費が必要とされるため、高い薬価という経済的な問題もあります。
　決して「夢の万能薬」ではない事を冷静に見極めながら治療に用いるべきです。
　同様の事がそろそろ流行の兆しを見せ始めたインフルエンザにも言えます。抗インフルエンザ
薬も開発が進み、１日２回5日間服用するタイプ（この薬が登場した時も大きな話題となりまし
たが）だけではなく、１回だけ吸入すればよいものがここ数年主流となり、今シーズンからは１
回だけ服用する経口薬が本格的に普及すると考えられます。患者さんにとって服薬の回数や手間
が減るのは良い事です。ただ薬価は従前の薬と大きな差はなさそうですし、副作用もゼロという
訳でもなさそうです。
　インフルエンザの治療は抗ウイルス薬だけに頼るのではなく、安静や水分・栄養補給そして何
よりも予防が大切な事は、どんな新薬が開発されようとも変わりません。
　巷に溢れるセンセーショナルな情報に惑わされないようにご注意くださいね！

診療所だより 診療所長：田川 豊秋

ノーベル賞
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木
日

日
日

町民マラソン大会町民マラソン大会

　今年も総合スポーツ公園をスタート

に、町民マラソン大会が開催されまし

た。小学生の部、中学生の部、一般の部、

幼児親子の部に分かれ、参加者たちはそれ

ぞれのペースで、たくさんの声援を受けな

がら走り抜いていました。

９月20
宗谷管内社会福祉大会宗谷管内社会福祉大会

　宗谷管内社会福祉協議会連絡協議会と社会福祉法

人 幌延町社会福祉協議会主催の宗谷管内社会福祉

大会が、国際交流施設で開催されました。

　大会には宗谷管内の社会福協議会や民生委員・児童

委 員 な ど が 集 ま

り、永年にわたり

社会福祉事業に功

績のあった個人・

団体の表彰が行わ

れた後、介護をテ

ーマとする講演が

行われました。

9月16

幌延町応援大使 応援観戦ツアー幌延町応援大使 応援観戦ツアー

【開基120年記念事業】

【北海道日本ハムファイターズ応援企画】

【開基120年記念事業】

【北海道日本ハムファイターズ応援企画】

　幌延町民を対象とした、北海道日本ハムファイタ

ーズの「幌延町応援大使 応援観戦ツアー」が開催

されました。

　ツアーには21人が参加し、ファイターズから特典グ

ッズがプレゼントされたほか、2018年幌延町の応援大

使である石井一成選手と記念撮影をし、札幌ドームで

オリックス・バファローズとの対戦を応援観戦しまし

た。

星野みよさんに
百歳お祝い状および
記念品が贈呈されました

星野みよさんに
百歳お祝い状および
記念品が贈呈されました

　今年度百歳を迎えた星野みよさん

に、「老人の日」記念行事の一環で、

内閣総理大臣からお祝い状および記念品が

贈呈され、町長によって手渡されました。

金
日

９月21

土
日

９月22
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日
日

土
日

　幌延ライオンズクラブの会員による交通安

全啓蒙活動が幌延商工会前で実施されまし

た。通行車両や歩行者に向けて、啓発グッズなど

を配布し、なお一層の交通安全を呼び掛けまし

た。

幌延ライオンズ
クラブによる
交通安全啓蒙活動

幌延ライオンズ
クラブによる
交通安全啓蒙活動

９月23
幌延町消防団
秋季消防演習

幌延町消防団
秋季消防演習

　北留萌消防組合幌延町消防団の秋季消防演

習が行われました。幌延支署車庫前庭で屋外

式（閲団、通常点検、ポンプ操法など）が行われ

たほか、市街地では分列行進と模擬消火訓練が行

われ、見物に集ま

った住民に頼もし

い姿を披露しまし

た。

９月22

第２回幌延町工作実験教室第２回幌延町工作実験教室

【広報・調査等交付金事業】【広報・調査等交付金事業】

　今年度第２回目の工作実験教室が幌延深地

層研究センターのゆめ地創館で開催されまし

た。参加者たちは、バランスで動くおもちゃ「ビ

ー玉コロコロ」と立体的な「万華鏡」を、自由に

デザインしながら作りました。

　また、深地層研究センターでの研究内容や地下

施設見学の紹介についても学習しました。

秋の収穫祭2018秋の収穫祭2018
　トナカイ観光牧場で、秋の収穫祭2018が

開催されました。実際に牧場で収穫した６種

のミニトマトの詰め放題や手作りカルツォーネ、

特産品の合鴨を使った鴨汁販売などの食イベント

のほか、カイト操作やトナカイ角のバッジ作成な

どの体験会もあり、訪れた人たちはのんびりと秋

を満喫していました。

　１日の最後には、９月末で地域おこし協力隊を

卒業する丸田隊員の、これまでの活動内容や今後

の予定についての報告会が行われました。

月
日

９月24

火
日

９月25

日
日

９月23
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　秋のクリーン作戦が９日に幌延地区と問

寒別地区で行われ、多くのボランティアの

方々にご参加いただきました。

　ゴミ拾いは道路脇や市街地を中心に行わ

れ、きれいなまちづくりにご協力いただきま

した。

秋のクリーン作戦秋のクリーン作戦

10月 火
日９

　幌延にＣＯＮかい？実行委員会主催のイ

ベント「第２回 幌延にＣＯＮかい？」が

開催されました。

　町内外の10代から30代の独身男女31名が参

加し、共進会場で宗谷黒牛や海鮮などのバーベ

キューや、プチ花火などを楽しみました。

幌延町民文化祭幌延町民文化祭

　国際交流施設を会場に各サークルや一般参加

者の力作が展示され、訪れた方々の目を楽しま

せていました。会場では、俳句や焼き物、園芸作

品などの展示のほかに、囲碁や手芸、パステル画

の体験コーナーが設けられたり、手打ちそば愛好

会による試食会も行われました。

10月 木
日４

メンタルヘルス講演会メンタルヘルス講演会

　国際交流施設で、さっぽろ駅前クリニック職

場連携室 室長の花井 直人さんを講師に、「心の

健康貯金のために、あなたができること」をテーマ

としたメンタルヘルス講演会が開催されました。

　褒め方や自律神経の整え方などについて、自身の

体験談や会場への問いかけなどを交えた講演に、来

場者は興味深く聞いていました。

第２回
幌延にＣＯＮかい？

第２回
幌延にＣＯＮかい？

　総合スポーツ公園野球場で、北海道日本ハムファイター

ズベースボールアカデミーコーチの須永 英輝さん、市川 卓

さんをお招きして、少年野球教室が開催されました。子どもた

ちはボールの握り方や送球時のフォームなどを教わり、寒空の

下でも元気いっぱいに参加していました。

幌延町少年野球教室幌延町少年野球教室

金
日

10月19

日
日

９月30

【開基120年記念事業】【北海道日本ハムファイターズ応援企画】【開基120年記念事業】【北海道日本ハムファイターズ応援企画】

９月26

土
日

９月29

水
日
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日
日

10月14
幌延小学校学芸会幌延小学校学芸会

幌延中学校学校祭幌延中学校学校祭問寒別小中学校学芸会問寒別小中学校学芸会

幌延町の各学校で
学芸会・学校祭

　町内の各小中学校で、学芸会・学校祭が開催されました。

　児童・生徒は、演劇や合唱などを披露し、学校の一大行事を盛り上げ

ていました。

10月 日
日７

10月 日
日７

ほろのべの窓　2018.11月号▶　16



お問い合わせ先：自衛隊稚内地域事務所　電話：0162-23-2721

　平成31年３・４月採用の自衛官などの採用試験を行います。

自衛官採用試験のご案内

　金田心象書道美術館で、「心象館音楽の夕べ」コ

ンサートが開催されました。第一部は３組の町民に

よる、ピアノ演奏、バイオリン&ピアノ演奏、マンドリ

ン演奏が行われ、第二部は式典にも出演された、ヴァイ

オリン、フルート、ギター、パーカッション、ウッドベ

ースで構成されたグループ「Crann Fields」によるアイ

ルランド音楽の演奏が行われました。

　書作品が並ぶ空間に、温もりのある楽器の音と、爽や

かで軽快なリズムが広がり、来場者は素敵な音楽ととも

に夜のひとときを楽しみました。

青少年のための
科学の祭典 幌延大会

青少年のための
科学の祭典 幌延大会

　子どもたちが科学への興味をもっ

て楽しく科学体験ができる「青少年

のための科学の祭典 幌延大会」が幌延深

地層研究センター「ゆめ地創館」で開催

されました。

　参加した子どもたちは楽しそうに、実

験や工作に取り組んでいました。

【開基120年記念事業】

心象館音楽の夕べ

【開基120年記念事業】

心象館音楽の夕べ

土
日

10月20土
日

10月20

種目（受験年齢） 採用種目の概要 試　験　日 受　　　付

自衛官候補生

（男女）

[18歳～ 27歳未満]

陸上自衛隊

高等工科学校生徒

（一般）

[15歳～ 17歳未満]

３カ月後自衛官へ任官。一

生涯の仕事として勤務また

は、民間就職希望者は一定

期間の勤務でさまざまな就

職援護施策等を受けます。

中学校卒業者（見込み含む）

の男子が対象。

約３年間は、防衛省職員（非

自衛官）となり３学年終了

時に自衛官に任官します。

受付時にお知らせしま

す。

１次試験

平成31年１月19日

年間を通じて行ってい

ます。

　平成30年11月１日

～平成31年 １月７日
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初回更新者講習（２時間）

　11月６日（火）10時から

　　　　天塩町社会福祉会館

優良運転者講習（30分）

　11月６日（火）13時から

　　　　天塩町社会福祉会館

一般運転者講習（１時間）

　11月６日（火）13時４５分から

　　　　天塩町社会福祉会館

違反運転者講習（２時間）

　11月６日（火）1５時から

　　　　天塩町社会福祉会館

運転免許更新時
講習のお知らせ

　年末調整の仕方や給与支払報告書（源泉徴収票）、各種支払調書の作

成と提出についての説明会を次のとおり開催します。ご出席される方は、

事前に税務署から郵送する年末調整の関係書類を会場にお持ちください。

　なお、年末調整説明会終了後、消費税軽減税率制度説明会を開催しま

す。

【日時】

　11月20日（火）

　　年末調整：午後１時30分から

　　消費税軽減税率制度：午後３時30分から

【場所】

　幌延町商工会館

　（幌延町３条南１丁目）

【お問い合わせ先】

　役場住民生活課 税務保険グループ

　　電話：５-1115

　稚内税務署

　　電話：0162-20-1002

年末調整・消費税軽減税率制度説明会のお知らせ

平成30年度舞台芸術鑑賞事業・開基120年記念事業

東京ブラススタイル
ブラスタ・パーティー 2018 inほろのべ

　平成３０年度の舞台芸術鑑賞事業は、「幌延町開基１２０年記念事業」として昨年度に引き続き、世界

で活躍するガールズブラスユニット「東京ブラススタイル」のコンサートを２公演で開催します。

　１１月２日の公演は大人向けの夜公演「大人ブラスタ」。ブラスタ世界初のさまざまな編成でのブ

ラスタ・コンサートです。１１月３日は幌延中学校吹奏楽部との合同演奏との共演を含むブラスタベ

スト・ヒットです。

【日　時】
　平成３０年１１月２日（金）

　　　開演１９：００ ／開場１８：３０

　平成３０年１１月３日（土）

　　　開演１４：００ ／開場１３：３０

【会　場】
　幌延深地層研究センター国際交流施設

【料　金】
　「全席自由」 
　　前売：一般　１,０００円／高校生以下　５００円
　　当日：一般　１,５００円／高校生以下　８００円　　※幼児無料（ただし、保護者同伴）

【チケット（整理券）取り扱い先・お問い合わせ先】

　教育委員会　電話：５－ 1117（整理券のみ）　　　幌延町生涯学習センター　電話：５－ 1321
　総合体育館　電話：５－ 2111（整理券のみ）　　　問寒別生涯学習センター　電話：６－ 5006
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　緊急地震速報は、地震による最大震度が5弱以上と予想される場合に、震度4以上が予想される地域に対

して発表される情報です。

緊急地震速報の仕組み

　最初の地震波をキャッチしてから発表

する情報であるため、緊急地震速報を発

表してから強い揺れが到達するまでの時

間は、数秒から長くても数十秒程度と極

めて短く、震源に近いところでは速報が

間に合いません。

　緊急地震速報は、テレビやラジオ、携

帯電話などで皆さまにお知らせします。

　緊急地震速報を見聞きしたときは、周りの人に声を掛けながら「慌てずに、まず身の安全を確保する」こ

とが大切です。

　気象庁では、緊急地震速報について以下のホームページでお知らせしています。

【気象庁ホームページURL】https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/index.html

　お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話：0162－2３－26７９

　こんにちは、地域おこし協力隊の吉原ゆりかです。通勤時に通る名林公園の木々の色が、緑から黄・赤・茶

に変わり始めました。季節の移り変わりを植物の色合いで感じられるのは、素敵なことですね！

　10月１日より幌延町移住情報PR支援センター「ホロカル」では、コーヒーの販売を始めていますが、その前

に町民の皆さまへこだわりの味を知っていただきたく、9月29日に開催された幌延町民文化祭で、コーヒーの

試飲をしていただきました。私自身、自宅でコーヒーを手淹れして飲んでいましたが、プロフェッショナルでは

ないため、コーヒーの本を読み、いろいろな方からご意見を頂戴し、試行錯誤しながら提供する味を決めまし

た。試飲していただいた方から感想をお聞きし、感じたことは「コーヒーの味の好みは人それぞれ」ということ

です。濃さ・苦味・酸味などいろいろな要素によって、その人のおいしいが決まるのではないかと思います。今

回「ホロカル」で提供するコーヒーは、コーヒー豆

をご提供いただいている「珈琲の店あかねや」の味、

濃くて苦味がしっかりあるコーヒーを提供していま

すので、少し味が濃いなぁと感じる方は、お好みで、

お砂糖・ミルクをお使いいただき、ホロカルのコー

ヒーを味わっていただければと思います。また、文

化祭では、トナカイ観光牧場で作ったトマトと、特

産品化を目指しているカルツォーネを試食していた

だきました。これからも町内でさまざまな取り組み

をしていきたいと思っておりますので、今後も積極

的なご参加・ご意見をお待ちしております！

緊急地震速報

地域おこし協力隊通信 vol.35

▼町ホームページ：協力隊コーナー「Base Town」／▼協力隊Facebook(URL：https://www.facebook.com/horo.okoshitai/)

　▲幌延町民文化祭でのコーヒー試飲の様子
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ね ん き ん 通信

納めた国民年金保険料は社会保険料控除の対象になります！
　国民年金の保険料は、所得税法および地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場
合と同様に、社会保険料の控除としてその年の課税所得から控除され税額が軽減されます。
　控除対象は、平成30年１月から12月までに納められた保険料の全額で、過去の年度分や追納された保
険料も含まれます。
　また、自分の保険料だけでなく、配偶者やお子さまのような家族の負担すべき国民年金保険料を支払
っている場合は、その保険料も合わせて控除を受けられます。
　なお、平成30年中に納付した国民年金保険料について社会保険料控除を受けるためには、年末調整や
確定申告を行う際に、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成30年１月１日から10月１日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11月上旬
に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られる予定ですので、申告書の
提出の際には必ずこの証明書または領収書を添付してください。また、平成30年10月２日から12月31日
までの間に、今年初めて国民年金保険料を納められた方には、翌年２月上旬に送られる予定です。
　税法上、とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる
制度ですので、納め忘れのないようにしましょう。

ねんきんネットはご存知ですか？

●「ねんきんネット」とは…

　「ねんきんネット」とは、年金加入者や受給者の方がインターネットを通じて、ご自身で手軽に年金
記録を確認することができるサービスです。
●「ねんきんネット」では、

・いつでも自分の年金記録を確認できます。
　（公的年金制度の加入履歴、国民年金保険料の納付状況、厚生年金保険加入時の会社名など）
・氏名、生年月日、性別を入力することで持ち主不明の年金記録を検索できます。
・「年金見込額試算」により、現在と同じ状況で６0歳まで年金制度に加入した場合の年金額や、老齢

基礎年金の受給開始年齢を６５歳より早い年齢に設定した場合の受給額の試算など、いろいろな条件
で年金額を試算できます。

・「ねんきん定期便」や「年金振込通知書」など、年金の支払いに関する通知書を、画面上で確認で
きます。

・お客さまから年金記録確認のご相談があった際に、年金事務所などの窓口で発行している「被保険
者記録照会回答票」の電子版（ＰＤＦファイル）を閲覧・ダウンロードできます。

●ご利用いただくには、まず「登録」をする必要があります

　初めて「ねんきんネット」を利用するときは、日本年金機構ウェブサイトの「ねんきんネット」
【http://www.nenkin.go.jp/n_net/】ページにアクセスし、「新規ご利用登録」から、登録を行います。

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話：0162-32-1941

　　　　　　　　役場保健福祉課 戸籍福祉グループ　電話：5－1115　告知端末機：5-8813

☆年金相談窓口は原則予約制です☆
　先月号の広報でもお願いしていますが、稚内年金事務所の年金相談窓口は、原則予約が必要となります。
　待ち時間が長くなったり、相談を受けられないといったトラブルを避けるためにも、稚内年金事務所にご
連絡の際には、事前予約をお願いします。予約は当日でも受け付けしていますので、よろしくお願いします。

稚内年金事務所の年金相談窓口のご予約は、

電話番号01６２－7４－1000で受け付けしています。

自動音声で案内しますので「１」→「２」の順で選択してください。
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町民くらしのカレンダー 11月（Nov）

注：保セ=保健センター　　　　　子セ=子育て支援センター　　　　生セ=幌延町生涯学習センター
　　老セ=老人福祉センター　　　問セ=問寒別生涯学習センター　　問保=問寒別へき地保育所
　　国際=国際交流施設　　　　　総体=総合体育館　

１
木

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ）

はつらつ教室 ９:４５～（保セ）
16
金

【問寒別出張診療日】
絵本の読み聞かせ会 11:00～11:30（生セ）
にこにこ教室 ９:30～（保セ）

２
金

舞台芸術鑑賞事業「東京ブラススタイルブラスタ
・パーティー2018 inほろのべ」１日目

19:00～21:00（国際）

17
土

3
土

文化の日
舞台芸術鑑賞事業「東京ブラススタイルブラスタ
・パーティー2018 inほろのべ」２日目

1４:00～1６:00（国際）

18
日

幌延町長選挙投票日

4
日

19
月

大腸がん単独検診回収日（保セ）

５
月

めばえ・わかばひろば 10:30～11:30（子セ）

福寿会ふまねっと 1４:00～（老セ）
20
火

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ）
大腸がん単独検診回収日（午前）（保セ）
福寿会健康相談 1４:00～（老セ）

６
火

21
水

めばえ・わかばひろば 10:30～11:30（子セ）
問寒別ますます健康教室 13:00～（問セ）
生涯学習講座「映画上映会」（問セ）

７
水

問寒別にこにこ教室 10:00～（問セ）
ますます健康教室 13:30～（保セ）
生涯学習講座兼生きがい教室「映画上映会」

13:20～1５:10（国際）
英会話教室 19:00～20:30（生セ）

22
木

８
木

はつらつ教室 ９:４５～（保セ） 23
金

勤労感謝の日

９
金

明和会健康相談 11:00～（下沼寿の家） 24
土

10
土

こども園おゆうぎ会 10:00～（こども園） 25
日

町内会対抗バレーボール大会（総体）

11
日

キッズダンス/子ども運動教室（総体） 26
月

【心療内科・精神科診療日】

12
月

【心療内科・精神科診療日】
出張ひろば 10:00～11:00（問保）
子宮がん乳がん検診（予約制）（保セ）

27
火

問寒別すきっぷくらぶ 10:00～11:00（問保）

もぐもぐスクール 13:30～（保セ）

13
火

幌延図書室移動図書 1５:30～（こども園） 28
水

14
水

ふれあいの会 10:00～11:00（こども園）
すくすく健診 13:00～（保セ）
幌延図書室移動図書 1５:00～（問保）
英会話教室 19:00～20:30（生セ）

29
木

はつらつ教室 ９:４５～（保セ）

15
木

親子リズム体操遊び 10:30～11:30（こども園）

はつらつ教室 ９:４５～（保セ）
30
金

告知端末機「知らせますケン」の

　視聴についてのお願い！

告知端末機「知らせますケン」の

　視聴についてのお願い！

告知端末機「知らせますケン」の

　視聴についてのお願い！

　告知端末機「知らせますケ

ン」では、通常の行政情報だ

けではなく、緊急の避難警報

など、皆さんにとって重要な

お知らせ放送をすることがあ

ります。

　電源は必ず入れて、１日１回

は視聴するようお願いします。
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■
平
成
30
年
11
月
　
■
発
行
／
天
塩
郡
幌
延
町

（平成30年9月末日現在）

男

女

計

（－５）

（－４）

（－９）

1,195

1,150

2,345

世帯数 （－７）1,247

※（　）内は前月比

　エゾシマリスは秋の間、両頬の内側にある頬袋の

中に、探した保存用の餌を詰め込み、地下にある巣

穴の中の食料庫に運び冬に備えます。エゾシマリス

の冬眠はカエルなどと違い、冬眠中も定期的に目覚

め保存食を食べて春を待ちます。

　多くのエゾシマリスたちは、10月下旬から11月上

旬になると冬眠が始まります。それで、雪が積もり

始める頃には見られないのが普通です。が、写真は

珍しく11月中旬に、雪の中でまだ餌探しをしていた

エゾシマリスです。

開基120年記念特集

「北緯45度の大地に生きる動物たち」「北緯45度の大地に生きる動物たち」

No.8

「冬眠間近　　エゾシマリス」

撮影・文：冨士元　寿 彦 氏
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富
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堅
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富
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と

も

子

田

中

　

徹

男

■
木
々
も
色
づ
き
始
め
、
い
つ
の
間
に
か
す
っ

か
り
秋
で
す
。「
○
○
の
秋
」
と
い
え
ば
、○
○

の
中
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
」「
食
欲
」「
芸
術
」
な

ど
を
連
想
し
ま
す
が
、
今
月
号
の
ま
ち
の
話
題

に
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
（
こ
の
広
報
誌
を
ご
覧
に
な
っ

て
い
る
と
「
読
書
の
秋
（
？
）」
に
な
り
ま
す
ね
）。

■
さ
て
、
10

月
20

日
に
は
「
幌
延
町
開
基
一
二

〇
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席

さ
れ
た
方
の
中
に
、「
開
基
一
〇
〇
年
の
と
き
を

思
い
出
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
方
が
い
て
、

そ
の
懐
か
し
む
表
情
が
と
て
も
や
さ
し
く
、
印

象
的
で
し
た
。
次
の
幌
延
町
の
節
目
で
も
、
今

回
の
開
基
一
二
〇
年
の
式
典
や
事
業
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●
総務財政課総務グループ

電話 ５―１１１１／告知端末機 ５―８８１１
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